




日本の食文化を次世代につなぐため、京都市の食品会社（株式会社ノムラフーズ）と京都
府（農林水産部流通・ブランド戦略課）と本学が連携し、Ｚ世代に向けた「京のネオおせち開
発プロジェクト」を立ち上げました。2024 年度の短期大学との共同開発を経て、2025
年度には待望の商品化が決定！食マネジメントコースの学生が、京都フードテックエ
キスポ 2025 に出展し、来場者にPRしました。さらに京都食ビジネスプラットフォーム
開発商品コンテストでは見事最優秀賞を受賞しました。

けいはんなオープンイノベーションセンターで開催され
た「京都フードテックエキスポ 2025」に出展。延べ１万
人以上が来場した日本最大級の交流イベントで、学生た
ちは ARを活用し、日本の伝統食・おせちの魅力を体験型
で紹介した。

商品化にあたっては、「Ｚ世代が
食べたくなる・発信したくなる」
をテーマに、学生たちがARコン
テンツの制作に挑戦。
Ｚ世代ならではの発想が採用さ
れ、実際の販売促進にも写真が
浮かび上がるAR演出が使われる
予定だ。
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